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抄  録 
 

 本稿は，令和元年 12 月の文部科学大臣のメッセージである「子供たち一人ひとりに個別最適化され，
創造性を育む教育 ICT 環境の実現に向けて～令和時代のスタンダードとしての１人１台端末環境～」
から始まった，GIGA スクール構想において，1 人１台のタブレット端末がほぼ実現している現状を踏
まえ，その活用について，小学校低学年の発達段階に応じた教科である生活科を射程とし，教科特性を
考慮し論考したものである。直接体験が教科の核となる生活科において，その教科で育む資質・能力を
捉えた上で，様々な視点での活用を見出した。更に，考案した情報通信技術の活用方法について小学校
現場への質問紙調査を実施することで，それらの実現の可能性を明らかにした研究となっている。 
 
Ⅰ はじめに 

１ 生活科と情報通信技術の活用 

 令和元年 12 月の文部科学大臣のメッセージで
ある「子供たち一人ひとりに個別最適化され，創
造性を育む教育 ICT 環境の実現に向けて～令和
時代のスタンダードとしての１人１台端末環境
～」１）から GIGA スクール構想が始まり，「GIGA
スクール構想の実現パッケージ（以降『実現パッ
ケージ』と記す）」２）に伴い，学校のオンライン環
境の整備の充実がされ始めた。令和５年４月現在
では，１人１台のタブレット端末が実現している。
その状況に伴い，各教科では，１人１台のタブレ
ット端末を始めとした，様々な情報通信技術を活
用する授業アイデアや方法が模索されている。さ
らに，最近ではそれらの扱い方や取り組みに対し
て学校間での差が指摘され始めている状況にも

ある。一方，生活科や総合的な学習の時間におい
ては，筆者が関わらせて頂いている小学校におい
て，図１や図２のように様々な場面において，情
報通信技術を活用した機器（以後「ICT 機器」と
記す）を利用した授業が展開されている。 

 
図１ 生活科の授業で発見物を整理する場面 



 
図２ 総合的な学習の時間でのオンライン交流 

 
しかし，ICT 機器の活用にばかり躍起になり過

ぎることは問題であると考える。ICT 機器を正し
く使えるようになることは、学校教育において育
むべきだと考えるが，あくまでも各教科等の目標
や育むべき資質・能力が前提にあってしかるべき
であると考える。例えば，本研究の射程とする生
活科は，小学校学習指導要領解説（平成２９年告
示）生活編（以後「解説生活編」と記す）におい
て，具体的な活動や体験について「児童が体全体
で身近な環境に直接働きかける創造的な行為が
行われるようにすることを重視」３）と示されてお
り，生活科では直接体験が不可欠である。そんな
中，直接体験できることを ICT 機器の活用で間接
体験としてしまうことは，活用方法としては誤り
であると考える。また，タブレット端末を使い絵
かかせる活動をおこなっている事例を見かける
が，図３のように，紙と鉛筆を使うと，思いが細 

 

図３ A 児の絵日記型のワークシート 

 
図４ A 児のタブレット端末の絵 

 
部まで表現できる絵をかくことができる子供が，
タブレット端末にかくと図４のように，走りがき
のようになってしまう例もある。無論，タブレッ
ト端末を活用してかく絵は，容易にかいたり消し
たりできるため，気付いたことをすぐにメモ程度
に表現したり，図４のように整理しやすかったり
する利点を否定するものではないが，何を学びと
するかに応じて吟味し活用する必要性を考える。 
 
２ 研究の目的と方法 

そこで，本研究では，前出の「実現パッケージ」
や，令和元年 12 月に文部科学省から示され，令
和２年６月に追補版が示された「教育の情報化に
関する手引き（以降『手引き』と記す）」４）から，
本国が教育で目指す ICT 機器の活用の方向性を
明らかにする。また，それを小学校低学年の教科
である生活科を射程とし，教科の特質を踏まえた
上での ICT 機器の活用の方策を探り，教科の特質
に考慮した ICT 機器の活用方法を構想及び提案
する。さらに，小学校教育現場への質問紙調査を
実施し，その提案の実現の可能性を探る。生活科
での ICT 機器の活用の手掛かりを明らかにする
ことを目的とし，実現に向けて教育現場へ示唆を
与えたいと考える。 
 
Ⅱ ICT 機器の活用と生活科の教科特性 

１ 学校教育における ICT 機器の活用の目的 

 実現パッケージには，GIGA スクール構想は「ハ



ード」「ソフト」「指導体制」の三位一体の改革で
取り組んでいることが記されている。「ハード」と
は，1 人 1 台のタブレットの導入と高速大容量の
ネットワーク等のことである。「ソフト」とは，デ
ジタル教科書等のデジタルコンテンツや個人の
学力に合わせて提示される AI ドリルのことであ
る。そして，「指導体制」とは ICT 活用教育アド
バイザーによる説明会やワークショップの開催
等の日常的に ICT を活用できる体制を指すこと
である。このように，３つを全体的に上げていく
ことがGIGAスクール構想の根幹であると言える。
つまり，入れ物や道具に当たるものを充実させる
のが GIGA スクール構想であると言え，その実現
と充実のために，方法や内容が不可欠であると考
える。 
 令和３年１月に文部科学省中央教育審議会よ
り示された「『令和の日本型学校教育』の構築を目
指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個
別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」
５）において，「学校における働き方改革や GIGA
スクール構想の実現といった動きも加速・充実さ
せ，新学習指導要領を着実に実施しながら，従来
の日本型学校教育を発展させた新しい時代の学
校教育を実現する必要がある」６）と ICT への課
題への対応が示されている一方で，「令和の日本
型学校教育」を実現させる重要なピースとして
ICT の活用が示されている。さらに，「個別最適な
学び」において「子供が ICT を日常的に活用する
ことにより、自ら見通しを立てたり，学習の状況
を把握し、新たな学習方法を見だしたり、自ら学
び直しや発展的な学習を行いやすく」７）や，「協
働的な学び」において「ICT の活用により、子供
一人一人が自分のペースを大事にしながら共同
で作成・編集などを行う活動や、多様な意見を共
有しつつ合意形成を図る活動など、『協働的な学
び』もまた発展させることができる」８）と示され
ている。つまり，重要視されている個別最適な学
びと協働的な学びの往還の，双方又はその繋ぎ目
に ICT の活用があり，子供の学びや各教科等で資
質・能力を育む際の一つのツールともなりうる。 

 そもそも，平成 29 年に学習指導要領が告示さ
れる前に文部科学省より示された「幼稚園，小学
校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指
導要領等の改善及び必要な方策等について （答
申）」９）には，「全ての学習の基盤として育まれ活
用される資質・能力と教科等の関係を明確にし，
言語活動や ICT を活用した学習活動等といった
教科等の枠を越えて共通に行う学習活動を重視
し，教育課程全体を見渡して確実に育んでいくこ
と」10）や「小学校段階から，文字入力やデータ保
存などに関する技能の着実な習得を図っていく
ことが求められる。また，身近なものにコンピュ
ータが内蔵され，プログラミングの働きにより生
活の便利さや豊かさがもたらされていることに
ついて理解し」11）と示されており，随所に ICT の
活用が散見される。さらに「ICT の特性・強みを，
『主体的・対話的で深い学び』の実現につなげ，
子供たちに情報技術を手段として活用できる力
を育むためにも学校において日常的に ICT を活
用できるような環境づくりとともに，学びの質を
高める ICT の活用方法についての実践的研究と
成果の普及が求められる」12）とも示されている。
つまり，ICT 機器を道具として使いこなせる技能
や選択できることも大事であるが，各教科等で資
質・能力を育むための補助教材として活用するこ
とが求められているといえる。学びの質を高める
ICT 機器の活用のためには，学びを実感できる活
用方法を構想していくことが必要であると考え
る。 
 
２ 生活科の教科としての特質 

 生活科の教科目標は「具体的な活動や体験を通
して」13）から始まり，その後に「身近な生活に関
わる見方・考え方を生かし」14）と続く。各教科の
教科目標を見比べた際に，「○○の見方・考え方」
から始まっていない教科は，音楽と図画工作の
「表現及び鑑賞の活動を通して」15）のみである。
さらに，音楽と図画工作の場合は，学習自体に表
現（アウトプット）のみでなく鑑賞（インプット）
があることを示しているのに対し，生活科の場合



は，学習の基盤を示しているといえる。つまり，
「具体的な活動や体験」こそが，生活科にとって
特別であり，他の教科と比べた際に特異な部分で
あると解釈でき，生活科の教科としての特質であ
ると言える。また，その「具体的な活動や体験」
は「対象に直接働きかける学習活動であり，（中略）
多様な方法によって表現する学習活動である」16）

としている。 
この「直接働きかける学習活動」と「表現する

学習活動」については，「直接体験で得た気付きを
表現することによって，その質を高めながら」17）

や「直接対象と関わる体験活動と表現活動とが豊
かに行きつ戻りつする相互作用を意識すること
が大切である。それらが連続的・発展的に繰り返
されることにより育成を目指す資質・能力として
期待される児童の姿が繰り返し現れ，積み重なっ
て確かなものとなっていく」18）と記されており，
それぞれが繰り返し行われ，相互作用が生まれる
ように往還されての学習展開が目指すべきと言
える。また，「期待される児童の姿」の究極的な姿
を「自立し生活を豊かにしていくこと」19）である
とするならば，そのような姿のために積み重なる
べき「期待される児童の姿」とは即ち「思いや願
いを実現しようとすること」であると言え，それ
は，「一人一人の児童の思いや願いの実現に向け
た活動」20）となると解釈できる。このことも生活
科の特質であると考える。 

生活科の教科としての特質をまとめると以下
の４つになると考える。 
 
①一人一人の児童が思いや願いをもち，その実現

に意欲的主体的に向かう教科 
②児童の身近な人や社会，自然に対して直接働き

かける体験を繰り返し行う教科 
③直接働きかける体験の中で，感じたり考えたり

をしたり，それらを実感したりする教科 
④働きかける対象からの気付きを，表現すること

により，気付きの質を高める教科 
 
 

３ 生活科と ICT 機器の活用 

 解説生活編には，「学習活動を行うに当たって
は，コンピュータ等の情報機器の特質に踏まえ，
児童の発達の段階や特性及び生活科の特質等に
応じて適切に活用するようにすること」21）と示さ
れている。つまり，生活科の学習過程において
ICT 機器を活用する場合は，基本となる学習過程
を前提として考えた上で，生活科の特質や児童の
発達と関連させながら教具として活用すること
が重要であると考える。使用を目的としたり，使
い方を学ぶ場としたりは，望ましいことではない
といえる。また，「表現活動については，児童の実
態に合わせて，言葉，絵，動作，劇化などの多様
な方法で表現自体を楽しむとともに，記録し表現
する方法として，デジタルカメラやタブレット型
端末などの ICT 機器を利用することも考えられ
る」22）と示されており，多様な方法の表現活動の
１つとして，表現を楽しむ，学習効果を充実させ
る目的として ICT 機器を活用することを考える。 
 齋藤博伸（2021）は，生活科の１人１台端末の
活用について「低学年の子供の発達の段階や特性
を十分に考慮して，資質・能力の育成に向けて効
果が上がるように」23）とした上で，「基本的な操
作方法を身に付けることについては，生活科以外
の学習活動で期待するものと考えたい」24）と述べ
ている。ICT 機器の活用については，生活科であ
っても変わらず，あくまでも学習や資質・能力の
育成ありきであることが考えられ，生活科の学習
活動でも ICT の操作技能を身に付ける場ではな
いと考える。また，「よく見ること，触ること，に
おいを嗅ぐことなどの諸感覚を通した栽培活動
を充実させるとともに，植物の成長を実感できる
ように ICT 端末を活用する」25）と述べており，
直接体験を充実させることを前提として，その効
果をさらに上げるために，方法として ICT 機器の
活用であると言える。さらに，ICT 端末の活用の
ポイントとして「時系列で振り返ることを補いな
がら，子供と野菜との関りが豊かに増え，頻繁に
なるようにしていく」26）や，「静止画や動画で思
い起こしたり振り返ったりすることで，『管理人



さんみたいに公園を大切にしよう』といった公共
物や公共施設を大切にしようとする意識へと高
まり，みんなで使うものは自分にとっても，相手
にとっても気持ちよく利用して生活するもので
あることに向かっていくようにしていく」27）と述
べられている。つまり，生活科で学習すべき内容
があり，それに向かうために，教具として ICT 機
器を活用することを述べているものと解釈でき
る。ここに齋藤は事例を２つ挙げているが，生活
科のその他の内容や学習活動においても，そこで
育む学びや資質・能力を正しく抑え，その中でよ
り学習効果の高まる ICT 機器の活用を考えてい
くことが求められると考える。 

杉能道明（2021）は，「ICT 活用で生活科の特
質を妨げてはならない。例えば，直接体験せず，
視聴覚資料の視聴だけを行うなど間接体験だけ
で終わってはならない。むしろ，活動や体験を振
り返ったり表現したりする際に，アウトプット型
の学習に活用することで気付きの質を高めるこ
とが期待できる」28）と述べており，「生活科の特
質」と ICT 機器の活用の可能性に言及している。
杉能が述べている活用は「表現活動」を挙げてい
るが，活用方法にはそれ以外に考えられる有効な
手立ては後述するが，生活科の特質として，具体
的な「直接体験」をより充実させたり，アウトプ
ット型の活用をしたりすることは有効であると
考える。また，杉能は「ICT 活用は目的ではなく，
手段である。生活科の目標の達成，子供の資質・
能力の育成のためにどのように活用するのがよ
いか考え続ける必要がある」29）とも述べており，
I-1 でも記した通り，ICT 機器の活用のための活
用になってしまってはならないことが再確認で
きる。 

生活科において，ICT 機器を活用することとは，
生活科の特質である，Ⅱ-2 で記した，具体的な活
動や体験や，それらを繰り返し行うこと等は前提
とし，それらの学習活動の意味や意義，目的，育
むべき資質・能力を捉えた上で，それら活動や体
験，又は学びがより一層充実することを目指すこ
とであると言える。 

Ⅲ 生活科における活用例と実践事例 

１ 生科における活用例 

（１）令和２年度版生活科教科書での活用例 

 小学校生活科の令和 2 年度版の上巻・下巻教科
書を対象に，「ICT 機器がどの内容の単元で使わ
れているのか」「どの ICT 機器を使用しているの
か」，また，「ICT 機器を活用した授業の行い方」
について調査する。 

7 社の教科書会社を内容（１）～（９）に分け，
使用の記載（写真や絵等）を表１（上巻）と表２
（下巻）に示す。 
※A 社：東京書籍，B 社：光村図書，C 社：大日

本図書，D 社：学校図書，E 社：日本文教出版，
F 社：教育出版，G 社：啓林館 

※内容は，想定される学習内容の中でも中心内容
で判断している。例えば，町探検ならば内容（３）
としているが，公園探検ならばその記載に応じ
て内容（３），内容（４），内容（５）等が考え
られることとしている。 

 
表１ 令和 2 年度上巻の ICT 機器の活用の有無 

 A B C D E F G 
⑴ × × × × 〇 × × 
⑵ × × × × × × × 
⑶ × × × × × × × 
⑷ × × × × × × 〇 
⑸ 〇 × × × 〇 × × 
⑹ 〇 × 〇 × × × × 
⑺ 〇 〇 〇 〇 〇 × × 
⑻ 〇 × × × 〇 × 〇 
⑼ 〇 × × × 〇 × × 

表２ 令和 2 年度下巻の ICT 機器の活用の有無 
 A B C D E F G 

⑴ × × × × × × × 
⑵ × × × × × × × 
⑶ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
⑷ × 〇 〇 〇 × × 〇 
⑸ × × × × × × × 
⑹ × × × × × × × 
⑺ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
⑻ 〇 × 〇 × 〇 × × 
⑼ 〇 × 〇 × 〇 × × 



表１と表２より，ICT 機器の活用が多い内容は
（７）の動植物の飼育栽培をする単元であるとわ
かる。また，上巻では，活用されていないものの，
下巻においてはすべての教科書で ICT 機器の活
用がなされているが，内容（３）であることがわ
かる。上巻を１年生，下巻を 2 年生が主に使用し
ていると仮定すると，１年生の地域との関わり方
は，公園探検に代表されるように，季節を感じた
り，そこに関係する人と関わったりし，直接的な
体験をもとに展開されるものと考える。また，実
際に公園に行ってみて人や物や自然に出会った
際の気付きや感性を大切にするために先入観を
持たせないために，事前に写真や動画を提示しな
いことも考えられる。さらに発達段階からして，
１年生は ICT 機器を頻繁に活用する段階にない
ことも考えられる。それは，上巻よりも下巻の方
が，ICT 機器の活用の記載頻度が多いことからも
うかがえる。内容（１）や内容（２）に関しては，
上下巻限らず全面的に取り扱いの記載はほぼ無
かった。しかし，内容（２）を補助的な内容とし
て例えば，主の内容は（７）の栽培活動であるが，
栽培で育て収穫した野菜を家庭に持ち帰り，家族
と調理したり，実食したりしたことを発表する部
分で，ICT 機器の活用がなされていた。 

生活科教科書に記載のある ICT 機器は，タブレ
ット，電子黒板，デジタルカメラの登場頻度が高
い。その他，書画カメラやパソコンが示されてい
た。 

授業での活用方法は，単元の導入時では，以前
の学習を想起するために，電子黒板で活動の様子
や学習対象の人，もの，ことを映し出している。
単元の展開時では，生き物の成長の様子や動きを
タブレット端末やデジタルカメラで撮影して記
録すること，また，何かを観察する際に電子黒板
を使って拡大して見ることの活用方法が示され
ている。単元の終末時では，発表のときに伝えた
いものを電子黒板やタブレット端末に写して発
表をする。これらの使い方が代表的な活用方法で
あり，これら以外の使用方法は，教科書には示さ
れていない。これらのことから，以前に比べると

ICT 機器の記載は爆発的に増えているものの，活
用の内容や方法が限定的であるともいえ，生活科
の特質にあった ICT 機器の活用方法を開発する
ことは急務であると考える。 

 

（２）教科等の指導における ICT の活用※１ 

 手引きの第４章は，「教科等の指導における
ICT の活用（以降『第４章』と記す）」30）となっ
ており，（５）が生活科であり ICT の具体的な活
用例が学習過程に応じて示されている。 
 学習過程を「①思いや願いをもつ場面」「②活動
する・体験する場面」「➂感じる・考える場面」「④
表現する・行為する場面」で分け活用例を示して
いる。思いや願いをもつ場面では，思いや願いは，
教師からではなく児童から始まることが大切で
あるため，それを促す１つの手立てとして ICT 機
器の活用が示されている。活動する・体験する場
面では，調べたり利用したりする過程で，後の学
習に活かせるように，そこで出会う学習対象を，
ICT 機器により多様に記録しておくことが示さ
れている。感じる・考える場面では，体験や活動
に没頭した児童が，自分たちの行為を客観的に振
り返るために ICT 機器の活用が示されている。最
後に表現する・行為する場面では，情報を伝え合
う活動をおこなう際に，相手に応じたり対象に応
じたりするための様々な方法の１つとして ICT
機器の活用が示されている。 
 生活科では，思いや願いを促し，活動や体験を
充実し，学びを実感し，多様な表現をするための
１つの教具として ICT 機器を活用することが望
ましいと考える。 
 
２ 生活科での ICT 活用の実践事例 

（１）「ICT で生活科」より※２ 

 本書は，近畿大学附属小学校，郡山ザベリオ学
園小学校，森村学園初等部の協力のもと書かれて
おり，小学校の低学年の児童が見ることができる
ように，絵や写真をふんだんに使い，文章もひら
がなで記してある，低学年用図鑑や絵本のような
生活科の教科書に近い仕様の書籍となっている。



「①しゃしんでつたえよう」も「②どうがやアプ
リでつたえよう」も ICT 機器として，タブレット
端末が活用されており，「つたえる」ことを目的と
し，「表現する・行為する活動」の充実をはかって
いるものと考える。 
 「①しゃしんでつたえよう！」は，校内の写真
を撮りそれを紹介する実践，植物の写真を撮り，
拡大して観察したり，タブレット端末の写真をな
ぞってかいたりし，その特徴に気付き発表する実
践，校内の写真を撮り，そこに目鼻等を書きこみ
「モンスター」とし，紹介，発表する実践が示さ
れている。前の２つの実践は，生活科の教科書に
も類似したものが掲載されている。最後の「モン
スター」については，自分の身の回りの生活の中
で，乱れている部分に「モンスター」が出現する。
整頓されていないランドセルや机の中の道具箱
等，生活を見つめ直す場面において有効であると
考える。また，擬人化することは，様々な場面に
汎用性があり，表現活動としても充実することが
言える。 
 「②どうがやアプリでつたえよう！」は，野菜
を育てる活動の絵日記を Web ページを作成し紹
介する実践，町探検で訪ねた施設の特徴や役割を
紹介するアプリを作成し発表する実践，自分の写
真や動画を繋ぎ合わせてマジックビデオをつく
る実践が示されている。プログラミングとしての
意味合いがが強いことが推察され，生活科として
の価値や意味をきちんと位置付ける必要があり
そうであると考える。Web ページ作成や紹介アプ
リは，それぞれの直接関わる体験活動の表現活動
の充実や多様性として捉えることができる。しか
し，マジックビデオをつくる実践は，楽しい活動
ではあるが，それは動画をつくるのが楽しいので
あって，生活科の内容としたときにどこに当たる
のか吟味し確立する必要性を感じる。 
 本書全体を通しては，生活科での ICT の活用の
可能性を大いに示してくれたものと考える。この
可能性を生活科での学びとするために，それぞれ
の学校の実態に即して吟味，改変しながら活用す
ることで，充実した活動となると言える。 

（２）福岡教育大学附属小倉小学校※３ 

 福岡教育大学附属小倉小学校では，教育実習生
も ICT 機器を活用した生活科授業を展開してい
る。令和４年９月の教育実習生の実践では，１年
生の「かぞくにこにこ大さくせん」において，１
回目の作戦実行後の「感じる・考える場面」にお
いて，表現活動の１つとして ICT 機器の活用をし
ていた。１回目の活動を吟味し，次の作戦実行や
今後も継続的に活動をする児童の姿を引き出す
ことを目的として，１回目の作戦の発表会を行っ
た。絵をかき紙芝居のように紹介する児童や，絵
日記で紹介する児童，目の前で実演してみて紹介
する児童に交じり，数名の児童が図５のように作
戦を実行している自分の姿や様子を写真や動画
に撮影して紹介する姿が見られた。 

図５ 撮影した動画で作戦の紹介 
 
 聞く側の児童からは，「○○さんは，動画で何を
やっているかわかりやすかった。僕も同じ作戦を
したけどそこまですごいことはできていないの
で，２回目ではまねしたいと思った」と発言がで
ており，動画で発表した児童と自分の活動を比較
し，よりよい活動をしようとする手助けとなって
いると考える。一方，発表側の児童は，動画とし
で残っていることで，実際の活動を正確に振り返
ることができ，発表することで実感や自信につな
がるとともに，細かな部分で次回への課題が見え
たと考える。ICT 機器を活用することで，体験か
ら表現へと繋がり，さらにこの表現活動で次の体
験活動の充実に繋がり，延いては生活科学習の充



実に寄与したと言える。 
 
（３）福岡教育大学附属福岡小学校※４ 

 福岡教育大学附属福岡小学校では，１年生生活
科の「あきのこうえんに レッツゴー」の単元を
参観した。参観した授業は，秋の公園で見つけて
きた様々な秋のものを材料として秋のものを使
った遊びを考える場面の試し遊びからの工夫の
１時間であった。ドングリでコマを作ったり，ま
つぼっくりでけん玉を作ったりして遊ぶ児童や，
落ち葉やすすき，ねこじゃらしを使って，お弁当
やアクセサリーを作っている児童が見られた。前
時にどんぐりゴマをつくって，遊んでいる様子を
動画に撮影しており，それを見て本時は「つくっ
たり，工夫したり」をめあて（思いや願い）に設
定していた。動画の内容は，中々うまく回せない
児童が，つくって，遊んで，試して，を繰り返す
うちに少し回せるようになった姿であった。どん
ぐりゴマをつくっている児童達は，まだ回らない
子が多く，少し回っている動画をみて「両手でま
わしているとまわっているね」や「横にも爪楊枝
がさしてあるよ」や「爪楊枝じゃなくて竹串だと
まわるのかな」等，前時の活動を想起し，本時の
活動のめあてをもっている。「思いや願いをもつ
場面」として，展開の活動へのめあてを各々がも
ち，充実した活動に繋がっており，ICT 機器の有
効な活用であると考える。 

図６ 秋のパネルの前で「いいね」写真撮影 
 

 また，黄色や赤色のきれいな落ち葉で，冠，腕

輪等のアクセサリーをつくっている児童達は，教
師が用意しておいたパネルの前で写真撮影をし
始めた（図６）。活動の最中に共有の時間としてお
互いの遊びの「いいね」を集める活動をしており，
「いいね」から「写真」を思いついたようである。
１人の児童（図６の右）は，授業開始前から，前
時につくった冠をかぶっており，つくったものに
愛着を感じていることがうかがえる。それを写真
という形で「表現する」ことで，実感を伴った気
付きへと気付きの質が高まったと考える。また，
「秋」ではあるものの，敢えて児童が直接体験し
辛い「夜」のパネルを選択することで，別の児童
（図６の中央）は，「実際の公園に行って写真をと
りたい」との思いをもつことに繋がった。その後
の時間で実際に公園に行ったかは不明であるが，
「夜」ではなく「昼間」の写真を撮るなら，パネ
ルではなく，実際に行けばよいとの考えをもった
ことが推察できる。 
 
（４）福岡教育大学附属久留米小学校※５ 

 附属久留米小学校では，１年生生活科の「げん
きにそだて わたしのはな」の単元を参観した。
参観した授業は，１週間前と比べて，元気かどう
かを健康観察する１時間であった。児童はまず，
自分の育てている花の現在の健康観察を行い「葉
っぱがたくさんになっているから元気だよ」や
「虫に食べられた跡があるから元気じゃない」
「虫に食べられたり，食べられても大きくなって
いるってことは，元気だからじゃないのかな」等，
の児童同士のやり取りも含め，元気かどうかを観
察カードに書き込んでいった。ICT 機器が活用さ 

 

図７ 健康観察を写真で撮りアプリで共有 



れたのは，手書きした健康観察をタブレット端末
で撮影していた場面である（図７）。児童は，外で
実際に見て記録してきた健康観察の写真を撮り，
学習支援アプリで，クラスの全員と共有していた。
それにより，自分以外の児童が書いた健康観察と
見比べて友達の健康観察の内容を知ったり，自分
が健康観察で見てなかった足りないところを見
出したりしていた。また，前時の健康観察も撮影
しており，前時と本時の健康観察を見比べて，成
長の様子を感じていた。写真を撮り溜めておいて
比べることも有効であると感じるが，健康観察に
は前時の自分自身が気付いたことが記してあり，
気になったところや着眼していたところも同時
に知ることができるため，より有効であることが
考えられる。 
  
３ 生活科の特質に考慮した ICT 機器活用提案 

（１）活動や体験を充実させる記録の撮り溜め 

 提案１としては，Ⅲ-２-（１）や（３），（４）で
見られたような，学習対象やワークシートを撮り
溜めておくことで，活動や体験で見つけたり，比
べたり，たとえたり，試したり，見通したり，工
夫したりし，生活科としての学びを充実させるた
めに活用することである。例えば，前時でおもち
ゃを制作し試した様子を動画で残しておくこと
で本時の活動に見通しをもったり，これまでの植
物の成長を児童が自分で写真を残しておくこと
により，対象に愛着をもって育てたりすることが
考えられる。 
 
（２）思いや願いを促す教材の提示 

 提案２としては，生活科教科書に示されている
ような，教材との出会わせや活動や体験の前に，
ICT 機器で教材の提示をすることで，これからの
学びや活動や体験に対してより強い思いや願い
をもったり，活動に見通しをもったりするために
活用することである。例えば，町探検や公園探検
に行く前に，インターネットのマップや３D マッ
プを使い，実際に探検に行くときのイメージをも
ったり，公共物や公共施設での体験活動の前に

VR（Virtual Reality）体験して，練習や模擬体験
をすることで，実際の活動の際に自信や実感を伴
って取り組めるようにしたりすることが考えら
れる。 
 
（３）多様な伝え合いや交流 

 提案３としては，Ⅲ-２-（１）の書籍において，
３年生のおまけの活動として取り上げられたり，
総合的な学習の時間において遠距離の GT を呼ぶ
際に用いられていたりするような，オンラインの
テレビ会議システムでインタビューや外の人と
やり取りをすることである。すべてのインタビュ
ーを提案３で解決しようとするのは生活科の学
習にとって本意ではないと考えるが，人と交流す
ることが困難であったり，繰り返し関わることが
しやすかったりする場合は，この活用も有効であ
ると考える。例えば，町探検で近所の技術を売り
にしているお店や個人商店を対象にするとした
時，数回は探検で伺い対面するのを前提とするが，
まとめたり振り返ったりした際に出てきた疑問
や質問を聴くのに毎回毎回出かけるのは双方の
ことを考えると現実的ではない。そうした時に，
以前であると手紙や電話で尋ねる活動が考えら
れるが，オンライン環境が整っている昨今では，
オンラインで尋ねた方がよりリアルな体験にな
ると考えられる。 
 
（４）学びを実感するためのまとめや振り返り 

 提案４としては，Ⅲ-２-（４）で見られたよう
な，学習支援アプリで，児童のワークシートや振
り返りを共有することで，学びを実感するために
活用をすることである。例えば，本時の活動での
学びを全体の場で発表したり，まとめたりする場
面において，言葉のみでなく，児童それぞれの端
末に，発表している児童の制作物や成果物の提示
がなされたり，ワークシートの「健康観察（観察
カード）」が提示されたりすれば，聞く側は耳と目
から情報を取り入れることができ，より実感を伴
う学びとなり，発言側は実物を提示しながらの発
表になるので，説明がしやすく本時の学びにより



達成感が得られると考えられる。 
 
（５）時間的に直接体験が不可能なことの体験 

 提案５としては，Ⅲ-２-（２）や（３）で見られ
たような，直接体験できることであるが時間的に
不可能であることを，より実感を伴える手立てと
して，ICT 機器の活用をすることである。Ⅱ-２-
（２）での，家で行うことがふさわしいと言える
家族に喜んでもらえる活動や（３）の夜の活動な
どは授業の中では難しく場所を変えた直接体験
や疑似体験等することで実感を伴い，学びが充実
するものと考える。例えば，あさがおを育てる活
動で見ると，児童が対象に特に惹きつけられる場
面は，発芽と開花など，姿が変わる瞬間であると
考える。しかし，児童が学校にいないときに発芽
や開花をすることが多く，感動の瞬間に立ち会う
ことができない。そこで，タイムラプスの機能を
使うなど，自分のあさがおの動画を撮影しておく
ことで，デジタルコンテンツの出来合いの発芽や
開花の瞬間ではなく「自分のあさがお」の「自分
の撮影した動画」でその瞬間を見ることができ，
より感動や愛着が促されると考えられる。 
 
（６）物理的に直接体験が不可能なことの体験 

 提案６としては，実践事例には見られなかった
ものの，Ⅲ-２-（３）から発想を得た，物理的に直
接体験が不可能な事象に対して，ICT を活用した
疑似体験をすることで，対象への理解や実感，愛
着を育むことができると考える。地震への防災の
ため，地震体験車で，本物に近い揺れを感じる体
験を通して地震について実感を伴って考える学
習に類似しているが，生活科の活動で例えば，昆
虫の飼育でヤゴからトンボを飼育したとする。ヤ
ゴの時は水の中で暮らし，変態するときは地上で
あり，トンボになると空を飛べる。水の中の経験
はまだしも，空を飛ぶ経験はほぼできない。そこ
で 360°カメラやドローンを使い撮影し，空から
の街並みや自分の姿の映像を VR 等で見ることで
トンボのすごさを実感を伴って知ることができ，
「すごいぞ発表会」等では，飼育した昆虫の素敵

を自分事として発表したり，提示したりできると
考えられる。 
 
Ⅳ 生活科での ICT 機器の活用の実態調査 

１ 調査の概要 

〇 調査時期 令和３年 10 月～11 月 
〇 調査対象 

 福岡県中間市，宮若市，直方市，小竹町，鞍手
町，遠賀町，岡垣町，水巻町，芦屋町と福岡市に
位置する公立小学校 247 校の小学校の教員を対象
として行い，122 校（回収率：49.4％）の回答を
得た。なお，回答対象教員は令和３年度に低学年
の担任をした教員の方にお願いした。 
〇調査内容及び方法 

生活科に対して， 
（１）ICT 機器の活用の現状に関すること 
（２）特質を考慮した活用の６つの提案について 
（３）ICT 機器の活用の在り方について 
以上の３点について質問紙による調査を行った。 
 
２ 結果及び考察 

（１）ICT の活用の現状に関すること 

 
 
 
質問に対し，「よく使う」「少し使う」「あまり使わ
ない」「全く使わない」の４段階で回答を得た。結
果を図８に示す。なお，上段は全教科，下段は生
活科を示す。 

 
図８ タブレット端末の使用 

 
 

全授業を通して，タブレット端末は使用してい
るか。また、生活科の授業では使用しているか 

生活科では具体的にどんな使い方をしたか、お
書きください。 



質問に対し，自由記述で回答を得た。その回答を，
①から⑥の項目で集計した。結果を表３に示す。 

表３ 生活科での具体的な使い方 
① 写真や動画を撮る，または観察 ７２ 
② 画像や動画，教科書を見るまたは拡大 ５０ 
③ 学習支援アプリによる共有 ２５ 
④ 調べ学習 ２０ 
⑤ 地図アプリを使っての散策 ６ 
⑥ 発表のためのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ作成 ４ 
⑦ その他 ３ 
現在の学校現場でのタブレット端末等の ICT

活用の現状として，授業においてよく使われてい
ることが図８からわかる。また，生活科に限定し
て見ると，「よく使う」が減少していることから生
活科でのタブレット端末の活用は他の教科と比
べて低いと考える。他の教科に比べて生活科は
ICT 機器の活用された指導法が確立していない
ことが考えられる。また，生活科でタブレット端
末を「よく使う」と回答した 26 名中，全授業でタ
ブレット端末でも「よく使う」との回答は 24 名
であった。これらから，生活科でタブレット端末
を活用している多くが教科を限らずタブレット
端末を活用しているが，残りの 2 名は生活科だか
らこそタブレット端末の活用に力を入れている
ことが考えられる。つまり，生活科では具体的な
体験を重視するため，タブレット端末等の ICT 機
器の活用は，なじまないと考えられていることが
推察できるとともに，だからこその活用方法を考
えようとしている教員もいることが考えられる。
また，ICT 機器を活用する機会が少なく，活用例
が少ないことも原因として考えられる。表３から
具体的な活用方法に関しては，写真や動画を撮っ
てそれを拡大してみる活用やデジタル教科書を
使うことがかなり多いことがわかる。前者は生活
科の学びの充実のための活用方法として考える
ことができるが，後者は ICT 機器の活用が目的と
なってしまっていることが懸念される。 

 
 
 

（２）特質を考慮した活用の６つの提案について 

 
 
 
 

質問に対して，６つの提案について，「ふさわし
い」「どちらかといえばふさわしい」「あまりふさ
わしくない」「ふさわしくない」の４段階で回答を
得た。結果を図９に示す。６つの提案は，Ⅲ-３で
提案したものを具体的な方法とし以下に示す。 
提案１ 植物の成長や写真を児童が撮り溜める 
提案２ 町探検の事前に３D マップで調べる 
提案３ テレビ会議システムでやりとりを行う 
提案４ まとめ活動等で学習支援アプリを使う 
提案５ 植物の発芽や開花等，直面できない瞬間

を動画に撮る 
提案６ 昆虫や鳥の目線等の体験できないこと

の疑似体験に使う 
 

 
 
 
 
 
 
 

図９ 提案に対する生活科の教材性 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

図 10 提案に対する実現性 

生活科の特質を考慮した際，タブレットを含めた
ICT 機器の活用方法として、以下の６つの提案は
生活科にとってふさわしいと考えますか。 

活用する授業準備の大変さ、ICT 機器を使い
こなす技術、ICT 環境を総合的に考えた際、６
つの提案は実現可能ですか。 



質問に対して，６つの提案について「可能であ
る」「どちらかといえば可能である」「あまり可能
ではない」「可能ではない」の４段階で回答を得た。
結果を図 10 に示す。６つの提案は，先の質問と
同様である。 

図９と図 10 に示した結果を踏まえて提案を１
つずつ比較しながら考察する。提案１に関しては，
教材性について否定的な回答がほぼ無いことが
わかる。写真に撮って保存しておくことは，児童
の気付きや振り返りに最適であるとの考えをも
ち，実際に学校現場でも実践されているようであ
る。写真を撮って保存することは，生活科の体験
活動での学びに対し，補助的な活用方法になって
いると考える。実現性と比較しても肯定的な回答
が９割を優に越えており，写真を撮ることは，ふ
さわしく且つ実現可能なことがうかがえる。提案
１の活用は，有効な活用方法であると考える。 
 提案２に関しては，教材性に関して肯定的な回
答が７割強である。町探検の前に見通しをもつ活
動として３D マップを使って確認することは体
験活動での学びに対し，補助的な活用方法になる
と考える。さらに，実現性と比較しても，肯定的
な回答が約７割であることから，実現することも
可能な ICT 機器の活用であると考える。実際にこ
の活用方法を実施している学校あり，有効的であ
ったとの自由記述も見られた。よって，提案２の
活用は，有効な活用方法であると考える。 
 提案３に関しては，教材性に関して肯定的な回
答が６割強であるものの，その内訳としては「ど
ちらかというと」が多くを占めており，活用する
としたら注意が必要であると考える。生活科の学
びで価値付けし，活用が目的とならないようにし
なければならない。さらに実現性と比較すると，
実現に対し否定的な回答が約半数を占めている。
このことから，生活科での活用としては十分に検
討する必要があると考える。また，自由記述に多
かった意見として，通信トラブルや，そもそも通
信環境が整っていないなどが散見され，通信トラ
ブルが起きても対応できないとの課題も見えて
くる。この意見を踏まえ，この活用方法は各々の

学校のハードや指導体制を元に検討の余地があ
る。 
 提案４に関しては，教材性に関して肯定的な意
見が８割弱を占めている。しかし提案３と同様に，
内訳を見ると「どちらかというと」の回答が半数
以上を占めている。よって，この活用方法も注意
が必要であると考える。実現性と比較しても，教
材性と同様の解釈ができる。しかし自由記述には，
実際に学習支援アプリ（具体的なアプリ名が記さ
れていたがここでは省略）を使っている学校も多
数あったことから，実現しやすい活用方法だとい
える。しかし，このアプリに対しては強い反対の
意見もあり，それは ICT 機器を使って絵や文を書
くよりも，実際に紙と鉛筆を持って書くことが生
活科にとって大切なことだという意見があった。
これらことから，表現活動の側面としてアプリば
かりに頼ることは，生活科の特質や学びを損ねて
しまう可能性があるため，使う方法や使う場面，
頻度等をよく考えて活用する必要があると考え
る。 
 提案５に関しては，教材性に関して肯定的な意
見が８割を超えており，生活科の特質を考慮した
補助的な活用であると考える。しかし，実現性と
比較すると，実現については，否定的な回答が半
数以上となっている。そのため，この活用方法に
ついては，生活科の特質を考慮した上では活用方
法としてはふさわしいが，実際に行えるかを考え
ると，厳しいと考える。自由記述では，教員にか
かる負担や教員の数が足りないという意見が見
られた。このことから，この ICT 機器の活用は，
活用方法として良い案であるが，実現するための
指導体制に課題があると考える。 
 提案６に関しては，教材性に関して肯定的な意
見が９割と６つの提案で２番目の多さになって
いる。よって，この活用方法は生活科の特質に対
して有効性ある活用方法であると考える。しかし
提案６も５と同様に実現性と比較すると，否定的
な回答が増えてくる。自由記述には，体験できな
いことを疑似体験できるものでなければならな
いという意見が多く活用が限定的であることが



指摘できる。また，教材性として有効的であるが，
実際にどのように活用するのか技術てきな不明
な点が多く，教員への研修や指導が必要だと考え
る意見もあった。提案５と６については，現状で
確立されていない使用方法であるため，戸惑いも
あることが考えられるが，生活科の学びを補助的
に支える活用方法としては，出来ることならやれ
た方が，学びが豊かになり充実すると考えられる。 
 以上から，どの案も比較的相応しいとの合意が
得られたが，実現可能かに対してはまだ課題があ
ることがわかる。現在，実現されている案もある
が，実現するために指導体制やハード等の課題を
解決しなければならないことがいえる。 
 
（３）生活科での ICT 活用の在り方について 

 
 
 
質問に対して，自由記述で回答を得た。回答を，
①から⑤の項目で集計した。結果を表４に示す。 
 

表４ 生活科での ICT 機器の活用の課題 
① ソフト ５ 
② ハード ６ 
③ 教師の技術 １８ 
④ 子供の技術 １２ 
⑤ 教科性に関するもの ９０ 
表４より，生活科の教科性に関する課題が大多

数に分類された。生活科に限定した際，機器自体
の物理的や環境的な問題であったり、技術的な問
題だったりを課題と挙げているよりも，それらの
活用が生活科という教科にマッチングしている
かを課題と挙げている現場教員が大多数にのぼ
ることが分かる。小学校現場においてもⅡ－３で
示したような課題意識をもっていることがうか
がえる。 

さらに表４で生活科の教材性に関するものに
分類された回答を，表５の➀から➄の項目で再集
計を行った。結果を表５に示す。 

 

表５ 生活科の教科性に関した在り方 
① 補助的な活用 ２７ 
② 疑似体験 １４ 
③ 子供の興味・関心のため ８ 
④ 記録用として活用 ３１ 
⑤ 調べ学習 １０ 
表５より，生活科での ICT 機器の活用の在り方

については，生活科の特性である具体的な体験を
することを前提としておき，その上で ICT 機器を
補助的に使うことや写真や動画としての記録に
残すものとして活用すべきという意見が最も多
かった。あくまでも，生活科ならではの体験や経
験，活動を重視して，環境的事情等でできないも
のを疑似体験として ICT 機器を活用しなければ
ならないと考える。 
 これらの質問紙調査の結果により，生活科は，
ICT 機器ばかりに頼ってはいけない教科であり，
活用が目的になってはならないことがわかる。
ICT 機器を活用する場面や活用する頻度，活用す
べき対象者等をうまく調整して教科としての学
びに意義や意味をもち活用すべきであると考え
る。そうすることで，生活科にとって初めて ICT
機器の活用が有効なものになるといえる。 
 
Ⅴ おわりに 

 ICT 機器の活用に関する施策や構想が進みつ
つあるが，本研究を通して，生活科では様々な思
案をしている段階であることが実感できた。文部
科学省中央教育審議会では，GIGA スクール構想
等の ICT 機器の活用を学校教育に取り入れてい
こうとしているが，実際の学校現場では，通信環
境の不具合であったり，教員に対する研修や指導
不足になっていたりと課題があることが明らか
になった。質問紙調査では，学校の教員は，ICT
機器を有効的に使いたい，子供の学びが一層良く
なる ICT 機器の活用を行いたいと考えている教
員が多いことがわかった。これに対し，学校現場
には，電子黒板やタブレット端末，学習アプリ等
の普及がどんどん進んではいるが，道具やものの
普及における課題よりも，その使用技術に不安が

生活科での ICT活用はどうあるべきか課題とし
てあげられることをお書き下さい。 



あり教員の研修や通信環境，ICT 機器の活用の専
門家の導入の必要性が垣間見えた。これらのこと
を改善することによって，有効的に ICT 機器の活
用ができるのではないかと考える。 

本研究では，生活科の教科の特質を考慮した際
の有効的な ICT 機器の活用の提案で終わってい
る。そのため，これらの提案が実際にうまくいく
のか実証することが今後の課題だといえる。本研
究においては，現在の学校教育で ICT 機器の活用
がどのように進んでいるのかについてGIGAスク
ール構想，教科書調査，実践事例，質問紙調査を
根拠とし，ICT 機器の有効的な活用方法の提案と
した。しかし，その提案の中には教育現場では想
像していなかった提案もあり，実際に行ってみな
ければ本当に児童の学びに効果的な案かどうか
不明である。それを証明するために，実証が必要
であると考える。実際に筆者が参観した，令和３
年 11 月の時点の授業では，１人１台のタブレッ
トが手元にはあるが，町探検のコースを３D マッ
プで確かめる活動を実施した際，全員がマップを
起動するまでにかなりの時間を要していた。但し，
マップを見た児童は「あれ。地図に僕の家が無い
よ。この紫の屋根の家の前にあるはずなのに。あ，
この地図は僕の家ができる前の地図なのか」と，
実際と地図には違いがあり，直接体験する意欲に
つながる活用となっていたことは事実である。こ
のように，ICT 機器の活用には準備と効果の比重
を考えたり，子供の技術や学習の効果を十分検討
したりする必要がある。 

本研究で考えた６つの提案を具体的に単元に
載せて実証することを今後の課題としたい。実証
した結果からさらに ICT 機器の活用方法につい
て分析して，本研究よりも有効的な活用方法を見
出せるように更なる研究を続けていくことを考
え，本研究のまとめとする。 
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